
女子戦力分析比較 第２８回体協杯女子戦評a.xlsx

チーム名：ミナト・イーグル チーム名：阿字ヶ浦

1セット 2セット 3セット 総合 5 大変優れている 1セット 2セット 3セット 総合 5 大変優れている
1 サーブ 3 3 4 3 4 優れている 1 サーブ 3 3 2 2.667 4 優れている
2 サーブレシーブ 3 3 3 3 3 普通 2 サーブレシーブ 3 3 2 3 3 普通
3 トス 3 3 3 3 2 やや劣る 3 トス 3 3 2 3 2 やや劣る
4 アタック 4 4 4 4 1 劣る 4 アタック 3 3 2 3 1 劣る
5 ブロック 3 3 3 3 5 ブロック 4 3 2 3.5
6 レシーブ 2 2 3 2 6 レシーブ 4 3 2 3.5
7 戦術 3 4 3 3.5 7 戦術 3 2 2 2.5
8 メンタル 3 4 3 3.5 8 メンタル 3 3 2 3

評価
NO 項目 NO 項目
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点数経過（第1セット） 2022/9/18第２８回体協杯女子戦評a.xlsx

取得点数 1 ①出だしはミナト・イーグルが2点から5連続得点で7対1と優位な試合展開で進んだ。

2 ②中盤で阿字ヶ浦が5点から4連続連続得点で、2点差まで追い上げた。

1 ③ミナト・イーグルは試合中盤までに2回の作戦タイムを使い果たし、阿字ヶ浦がやや優位な

3 展開に変わったかに思われた。

4 ④終盤は逆にミナト・イーグルが1点のリードを保ちながらの試合展開。阿字ヶ浦の大事な場面

5 での守備の連携ミスにも助けられ、最後はミナト・イーグルのサービスエースとレフトエースの

6 鋭角的なクロススパイクが決まりセットを奪った。

7 ⑤ミナト・イーグルのレフトエースは、前半はストレート中心の攻撃で阿字ヶ浦のブロックを

2 ストレートに引き付け、後半はクロス中心に変えていた。相手ブロッカーに揺さぶりを掛ける

3 戦略が感じ取られた…。
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点数経過（第2セット） 2022/9/18第２８回体協杯女子戦評a.xlsx

取得点数 1 ①両チーム共、連続得点(相手は連続失点)が多い傾向にある。阿字ヶ浦は1点から6連続得点

1 で7対2と優位な試合展開でスタートした。

2 ②ミナト・イーグルは第1セット同様、前半までに作戦タイムを2回取る等、苦しいスタートに

2 なった。

3 ③中盤も阿字ヶ浦は10点から4連続得点、14対7とダブルスコアのリードを奪った。

4 ④ミナト・イーグルは前半で守備の安定化を狙い、ポジションチェンジを行った。その効果が

5 後半徐々に点数として現れた。

6 ⑤阿字ヶ浦は後半の勝負所の詰めが甘く、ミナト・イーグルに15点から3連続得点を許し、

1回目作戦タイム 7 18対18に並ばれた。

3 ⑥最後は阿字ヶ浦が粘りを見せて、辛くも接戦を制し、フルセットに持ち込んだ。
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点数経過（第3セット） 2022/9/18第２８回体協杯女子戦評a.xlsx

取得点数 1 ①ミナト・イーグルは1点から6連続得点で7対1と一方的な試合展開であった。

1 ②ミナト・イーグルは序盤と中盤に、3連続得点のシーンが2回あり、13対3と完全に試合の

2 主導権を握った。

3 ③ミナト・イーグルは13点から5連続得点で、18対5となり試合の行方は見えてきた。

4 ④阿字ヶ浦も中盤、終盤に作戦タイムを取るが、形勢は変わらずワンサイドの試合展開で

5 セットを失い、ミナト・イーグルがセットカウント2対1で勝利した。

6 ⑤このセットで阿字ヶ浦がやれる作戦は何があるか。非常に難しいと思いますが、

7 この展開を変えるには『思い切った作戦』が必要なのは確かであると思う。

2
8
9 1回目作戦タイム十数年前の日本スポーツマスターズ全国大会9人制男子バレーの予選リーグの話です。

10 HP管理者は自身の試合出場の兼ね合いで、2セットの途中までしか観戦できなかった…。

3 広島倶楽部(広島代表)対沖縄石油基地(沖縄代表)の試合で、第1セットを沖縄石油基地が

11 奪った。第2セットも圧倒的に沖縄石油基地がリードする展開で、広島倶楽部は予選敗退

12 と誰もが思っていた…。しかし、結果は広島倶楽部が大逆転で予選通過を果たした。

13 聞くところによると、メンバーを入替えポジションを全て変えて、全く違うチームを作った。

4 要は気持ちを切替えて、新しいチームとして試合に望む作戦が大成功した事例である。

5 但し、どのチームにもできる作戦ではありません。広島倶楽部は現VリーグJTのOBが

14 大半を占めるチームで、日本代表を経験した選手が多数いる為、できた作戦と思います。
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